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地理情報システム(GIS) を用いた
空き家・空き地情報
マネジメント

©いらすとや

先月の松本さまのお話が
詳しいため今日は割愛



ジーアイエス

G I S
地理情報システム

「どこにどんなものがあるか」
を可視化・分析するための

電子システム

ベースマップ　

たとえば地区の人口　　　

たとえば商店の位置　　　

この地区は
人口のわりに

商店が少ないぞ！

この商店のまわりには
子育て世帯が多いぞ！

たとえば：

…
…

▲これら重なって
いる一枚一枚を
レイヤと呼びます



イメージ：さまざまなレイヤを重ねると……

ベースマップ

地区の情報

モノの情報

地理院地図、e-Stat統計GIS、国土数値情報により作成



イメージ：さまざまなレイヤを重ねると……こうなります

点の位置はあくまで一例です



Googleマップ

▲（イメージ）S市中心部の人口分析

　 GISとその利用の例（金子ほか作成） 人口増減率の可視化



参加型GIS：みんなで作ってみんなで使う

‼

● 情報収集 → 集計 → 地域のために活用
○ 大事なのは、地域の方々がどうしたいかだと思います

○ そのためにGISが有効であれば、ぜひご活用ください

◆参考文献　若林芳樹ほか編著 2017『参加型GISの理論と応用──みんなで作り・使う地理空間情報』古今書院．



イメージはGoogleマップの「口コミ投稿」機能

コンセプトは難しくない！

しかしうまく機能させるには工
夫が必要



めじろ台 オンライン空き家マップの構築案

● オンラインで関係者のみが閲覧できる空き家マップ

● 変化を調査→ほぼ自動で地図に反映

● 専用の空間分析ソフトを利用した空間分析も

● もちろん既存の空き家マップのデータも活用できます

これってもしかして「DX（デジタルトランスフォーメーション）」!?



ためしに見本を作成中です

● 調査票アプリへはこちらから（QRコードからも → ）
● 調査結果の地図へはこちら→例１・例２（間に合いませんでした m(__)m） 

調査票アプリ
「Survey 123」

空間分析ソフト「ArcGIS」
Googleマップ　など

さまざまな空間分析
地図による可視化

＊画像はesriジャパンwebサイトより引用

https://arcg.is/1P1zzy
https://arcg.is/a0TKH0
https://www.esrij.com/industries/applications/106342/


　　スマホアプリで情報収集　　→　　データ集計　　→　　地図・グラフ等にほぼ自動反映、インターネット上で閲覧可能



※
あ
く
ま
で
試
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

空き家の位置
（座標はアプリで自動取

得も可能）

空き家の特徴
● 何階建てですか？
● 用途は？
● 駐車場はある？
● ……etc.

特徴の集計結果



● 既存の空き家マップをデジタル化

○ 専門知識があれば、これは実は簡単

● 情報更新の反映方法

○ 調査票アプリでご報告いただき、自動で地図化

○ いままで通り地図にしていただいて、ある程度溜まったところ

でデジタル化するという方法もありえます

運用イメージ



うれしい点

● 調査→集計→地図化 がほぼオンラインで完結
● 特別な費用はかかりません

よく考えるべき点

● 開発・運用・空間分析等にはそれなりの知識と技術が必要
● プライバシーとセキュリティ

現段階での見通し



今後の方針は？

● このような「オンライン空き家マップ」は皆さまのイメージとマッチします

か？

○ マッチするようでしたら、お役に立てる部分がありそうです

● どんな項目を調査するとよいでしょうか？

○ 「空き地・空き家カード」として検討中

● これを採用するとして、どう活用していきたいか

○ 走りながら考えるにしても、当面の目標を明確にしたい


